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TTTooopppiiicccsss   FFFrrrooommm   WWWiiittthhhiiinnn      
 

  
会場の Grand Sierra Resort             Associate Fellow Dinner  

           （前リノ・ヒルトン・ホテル）          での授与式風景 
 
AIAA TCCS, IAC, IAC-DI Meeting および 46th Aerospace 

Sciences Meeting に出席して 
 

NICT/JFSC 飯田尚志 
 
AIAA の TCCS (Technical Committee on Communications System)会議，IAC

（International Activities Committee）会議，AIAA Board of Directors 会議，関連す
る Director-International Task Force 打ち合わせ，および 46th Aerospace Sciences 
Meeting が 2008 年 1 月 7 日（月）から 11 日（金）にかけて，ネバダ州リノ市の Grand 
Sierra Resort (前 Reno Hilton Hotel)で開催された。リノは到着したときは積雪が
20-30cm くらいと思われたが，滞在した週は良い天気が続いた（ただ，一週間ホテル内
で過ごしたので外のことはよく分からなかったのが実感である）。 

TCCS は１月 7 日午前９時から午後２時過ぎにか
け て 開 催 さ れ ， Houston 委 員 長 ， Elizabeth 
Klein-Lebbink 書記をはじめ私を含めて 10 名が出
席し，同時に電話会議に数名が参加した。議事を右
表に示す。今回は 2008 年 6 月 9 日から 12 日ま
でサンディエゴで開催される ICSSC2008 の準備
状況，特に，論文の集まり方の報告が中心であった
と思う。この時点で集まった論文が 100 件強であ
り，大会委員長の Aerospace Corp.の Dr. Frue-
holz によるともう数十件欲しいとのことで，提案〆
切を 10 日程延ばすことになった。ICSSC2009 は
英国スコットランドのエジンバラで開催すべく
Institute of Engineering and Technology と覚書
を交換したとのことであった。Awards に関しては，
３候補を 1 月 31 日までに推薦する。条件としては
TC メンバでなくなってから２年以上が条件で，事
業の成功だけではダメで，技術的な貢献が必要ということであった。その後，我が国の

TCCS Meeting Agenda  
1.Introductions 
2.TCCS Subcommittee Reports 

A. Conference Subcommittee 
a. ICSSC-2008 Planning 
b. ICSSC-2009 
c. ICSSC-2010 

B. Steering 
    • Membership news 
C. Vice Chairman 
D. Awards 
E. ICSSC Steering Committee 
F. Japan Forum 
G. Treasure Report 

3. TCCS Any Other Business 
4. Next Meeting 
5.Adjourn 



Space Japan Review No. 54 Feb./Mar. 2008                                                                 2 

JFSC の活動状況を説明した（付録参照）。この中では，特に JFSC の By-Law の改正の承
認事項があった。ディスカッションとしては，JFSC の By-Law では AIAA の非会員と一
緒の活動をしているが，組織の決定に非会員が関与して大丈夫かというものであった。こ
の点に関しては，もし非会員が役員となるようなときには，AIAA 会員になることを薦め
るので，AIAA 会員を増やすことに貢献すると説明し，特に異議がなく，本 By-Law の改
正は承認された。なお，今回から AIAA に関する発表には付録に示すスタイルのフォーマ
ットを使うことが推奨されている。 

JFSC の活動に関しては，１月８日に開催された IAC 会議においても報告した。IAC 会
議には Aerospace Corp.の Bole 委員長をはじめ 20 名の委員が出席した。また，Board of 
Directors （BoD）においては１月 11 日に開催され，Nielsen AIAA 会長ほか約 30 名
の理事が出席した。BoD において特に印象に残っているのは AIAA が “old white male 
society“となっているという批判があると紹介されたことである。これは，若い会員など
の活動の多様性を図っていくことなどの改善をしていかねばならない問題である。 
 AIAA 46th Aerospace Sciences Meeting（ASM）は１月 7 日から 10 日まで開催さ
れた。本ミーティングは AIAA としては最大級の会議で，2000 名を超える人々が参加し
た模様である。内容は航空宇宙に関するすべてのことが含まれ，約 180 のセッションで約
1500 件の論文が発表された。展示も行われていたが，ディスプレイによる展示が大部分
という印象であった。また，ASM では著名な学者の名が冠せられた次の３つの特別講義を
聴講した。即ち， 

 Dryden Lectureship in Research: Steve W. Squyres, Cornell Univ., “Robotic 
Exploration on Mars” 

 AIAA/SAE William Littlewood Memorial Lecture: Dr. E.M.Murman, MIT “Lean 
Aerospace Engineering” 

 von Karman Lectureship in Astronautics: Dr. E.J.Weiler, Director, NASA GSFC 
特に，２番目の講演では，一連の報告書である 1989 年の “Made in America”, 1990 年
の “Machine Changed World”, 2002 年の “Lean Engineering”を引き合いに，トヨタ生
産方法についても言及しながら，Lean thinking はダイナミックで，知識ドライブ型，顧
客本位の対処方法で，これを航空宇宙に適用したものを Lean Aerospace Initiative (LAI)
として 1993 年に実施したこと。NASA の Faster, Better, Cheaper は LAI に基づいたも
のではないこと。また，F/A-18 E/F 開発では 25% 大型になったにも拘わらず，47% 少
ない部品で達成していること。また，Big room という概念として Obeya（大部屋）, 
Genchi-genbutsu（現地現物）を推奨していた。ASM では，例年のとおり，Associate 
Fellow となった方々に賞を授与するための Associate Fellow Dinner（写真参照）と各種
の賞を授与するための Award Luncheon が開催された。残念なのは，本年 Associate 
Fellow となった日本人がいなかったことであった。 
 さらに，１月 9 日午後に Director-International に関する Special Task Committee 
Meeting が開催された。BoD のVice President international activities である Bole氏，
まとめ役の Boeing の Dr. Ying，AIAA 事務局の Iasiello 氏をはじめ約 15 名が出席した。
要点は従来の Director-International と Region VII（海外）の Director などの役割をど
うはっきりさせるかであり，ヨーロッパ，アジア，南米などの区域に特化した Director
を設ける方向の議論が行われた。 
 以上で会議の報告は終わるが，ホテルはGrand Sierra Resortとなり，従来のReno Hilton
から大きく変わった。ホテルの部屋が改装されたばかりでなく，ロビーのスロットマシン
は奥の方だけになり，カフェとかバーが増えた。従来のステーキの店はあるが，朝食を食
べたファミレス風の店は無くなった。また，ロビーフロアに Starbucks が入った。       
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以上。 
 

  
ホテルの部屋から空港の方角（左写真）及び夕方のラッシュ時（右写真）を望む 

 
付録 AIAA-JFSC 2007 年活動報告 

 

 



Space Japan Review No. 54 Feb./Mar. 2008                                                                 4 

 

 



Space Japan Review No. 54 Feb./Mar. 2008                                                                 5 

 


